
関
係
機
関
に
積
樫
的
に
は
た
ら
き
か
け
-
現
在
使
っ
て
お
ら
れ
る
緑
色
の
間
民
一
け
ら
れ
る
か
た
も
必
ず
お
反
者
さ
ん
の
一
し
い
。

る
か
た
わ
ら
、
肱
川
の
水
資
源
活
用
の
一
健
康
保
険
の
被
保
険
者
一
社
は
、
三
月
末
一
窓
口
へ
新
被
保
険
者
一
祉
を
出
し
て
〈
だ
一
⑤
農
業
者
年
金
制
度
伊
早
急
に
確
立

研
究
な
ど
に
つ
と
め
て
お
り
、
こ
ん
む
一
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
本
月
下
一
さ
い
。
一
し
て
ほ
し
い
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
理
解
一
旬
に
地
区
長
さ
ん
伊
通
じ
て
新
し
い
被
一
保
険
一
厚
諜
一
⑤
後
警
告
育
成
担
当
の
市
職
員
を
置

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
保
険
者
証
と
引
き
換
え
る
こ
と
足
り
一

l
i
l
i
-
-
-

一
き
、
血
の
か
よ
っ
た
農
業
政
策
や
窓
口

i
l
i
i

一

ま

し

た

。

一

春

の

大

そ

う

じ

一

事

務

、

相

談

な

ど

に

応

じ

て

ほ

し

い

O

E

-

h

f

一
毎
年
、
二
肩
一
末
か
ら
四
月
上
旬
に
か

国
保
"
保
険
証
一
四
月
百
か
ら
使
わ
れ
る
新
し
い
被
一
春
の
李

Zは
、
ヵ
、
ハ
ェ
、
ノ
一
な
ど
で
こ
の
ほ
カ
種
々
怠
見
カ
出
さ
一
け
で
は
、
受
験
、
卒
業
、
就
職
な
ど
の

一
保
険
者
証
は
、
記
号
番
号
が
変
っ
て
お
一
ミ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
害
虫
を
徹
底
的
に
一
れ
て
い
ま
す
が
、
全
地
区
が
終
れ
ば
総
一

か
わ
る
一
り
ま
す
か
ら
、
初
診
の
か
た
は
も
ち
ろ
一
退
治
す
る
こ
と
こ
重
点
を
お
き
ま
し
ょ
育
こ
ま
と
め
各
種
農
業
団
体
と
協
議
問
題
で
少
年
た
ち
は
も
き
ぺ
乙

ー

一

』

一

の

よ

う

な

少

年

を

も

っ

家

庭

で

は

、

と

4
月

1
日
か
ら
一
ん
、
コ
一
月
か
ら
引
き
続
い
と
診
療
を
受
う
。
一
の
う
え
意
見
学
付
し
て
関
係
機
関
工

一

一

通

J

気

持

が

落

ち

つ

か

ず

悩

み

の

多

い

[

|

l

i

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

i

1

i

一
具
申
す
を
た
し
て
お
り
ま
す

o
pです。

z
a
ζ
h
B
h
v今
、
ノ
斗
唱
凶
リ
立
反

H
H
'
g

一

I

l

l

i

-

-

-

-

一
特
に
こ
の
時
期
は
、
春
休
み
と
も
か

出
忘
却

U
U，
期

市

制

服

不

在

一

一

さ

な

り

、

学

校

生

活

か

ら

の

解

放

感

や

.

一

喜

多

山

簡

易

一

進

学

、

就

職

の

失

敗

な

ど

が

原

因

と

な

同
事
業
は
二
盲
ヘ
ク
グ
l
ル

の

農

地

市

で

は

、

乙

の

事

業

そ

り

っ

ぱ

に

完

一

ま

た

、

当

市

に

し

め

る

農

業

の

重

要

一

農

政

懇

談

会

で

意

見

交

換

一

水

道

が

完

成

一

っ

て

、

失

望

自

暴

自

棄

な

ど

に

よ

る

を

三

十

ア

ー

ル

む

と

に

区

切

り

、

そ

こ

一

成

さ

せ

る

た

め

に

、

団

体

へ

の

助

成

や

一

性

を

考

え

、

乙

の

土

地

改

良

事

業

の

推

一

一

一

家

出

、

五

行

と

い

っ

た

問

題

が

目

だ

つ

に

幹

線

道

路

島

排

水

路

・

襲

施

設

王

務

処

理

に

あ

た

る

喜

職

員

長

置

一

進

に

あ

わ

せ

て

農

望

盤

の

造

成

、

す

一

一

昨

年

秋

か

ら

工

事

写

す

め

て

い

た

一

て

お

り

ま

す

。

乙

と

に

二

一

月

は

年

間

を

を
完
備
し
て
、
近
代
的
な
営
農
と
水
田
一
し
て
関
係
団
体
と
の
折
衝
に
あ
た
ら
せ
一
な
わ
ち
土
地
を
高
度
に
活
用
し
て
る
つ
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
代
↑
が
で
き
る
農
家
多
く
育
て
る
こ
と
が
一
⑦
農
業
収
入
の
増
大
を
は
か
る
た
め
一
喜
多
山
の
簡
易
水
道
重
工
事
は
、
総
一
通
じ
て
少
年
犯
罪
多
い
時
期
で
す
。
一
市
防
犯
協
会
で
は
、
地
域
の
防
犯
功

田
作
の
揮
を
め
ざ
す
、
い
わ
ゆ
る
ほ
一
る
な
ど
援
助
皇
室
続
け
て
お
り
ま
一
か
る
農
業
に
す
る
た
め
、
開
桁
パ
イ
ロ
一
表
と
し
て
将
来
も
農
業
に
は
げ
み
、
農
一
農
政
の
菜
と
考
え
、
震
を
つ
か
ん
一
土
地
基
盤
の
震
を
積
極
的
に
行
な
え
一
工
費
六
百
九
十
二
万
円
毒
じ
て
こ
の
一

ο卒
業
期
に
は
え
な
非
行
が
多
い
か
一
労
者
の
推
薦
そ
求
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

場
整
備
事
業
主
ん
が
い
排
水
事
業
を
一
す
。
↑
ッ
ト
事
業
を
す
す
め
る
よ
っ
国
・

5
業
で
一
民
生
活
水
準
を
羅
持
す
る
こ
と
一
で
農
業
問
依
の
指
導
体
制
を
一
本
化
す
一
あ
よ
う
に
、
小
規
模
で
あ
「
て
喜
助
一
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
一

O
開
放
感
か
ら
飲
酒
、
喫
煙
、
夜
遊
古
目
。
ろ
防
犯
活
動
に
と
く
に
お
骨
折

目
時
に
す
す
宮
も
の
で
す
。
一

f
s
y
-
-
a
a
l
i
i
-
i
i
i
t
f
j豊
富
一
る
た
め
に
、
市
内
各
地
区
で
農
薬
談
一
対
象
と
し
、
生
産
基
盤
の
護
に
努
め
一
回
工
事
は
、
九
十
世
帯
の
四
百
人
を
一
び
な
ど
を
し
て
、
そ
れ
が
き
つ
存
一
り
を
い
た
だ
い
て
い
人
か
た
が
た
に
い

三
十
八
年
に
着
工
し
た
総
事
業
主

W
ペ
麟
轍
麟
麟
欄
灘
鵬
轍
髄
購
錨
融
離
闘
騒
麟

1

1

1

1

J

一
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
一
る
よ
曾
足
し
て
ほ
し
い
。
一
対
象
と
す
る
も
の
で
、
高
給
水
人
口
一
で
不
良
仲
間
が
で
き
、
集
団
万
事
一
さ
か
で
も
酬
い
る
た
め
に
行
な
う

J

f

億
八
千
善
万
円
の
か
ん
が
い
排
水
事
一
弘
麟
購
麟
麟
繍
機
鶴
蝿
齢
臨
醐
騨
翻
灘
鱒
鱗
購
購
入
近
年
の
農
村
の
動
き
を
み
て
、
心
配
一
③
資
金
の
利
率
生
産
し
て
、
企
五
百
人
と
余
裕
を
ち
、
主
一
一
十
七
一
け
ん
か
な
ど
の
暴
行
事
件
を
ひ
き
起
一
の
で
、
地
域
の
猛
毒
警
が
あ

き

i

業

は

、

三

キ

ロ

に

お

よ

ぶ

排

水

路

と

揚

一

一

見

欝

欝

購

舗

罷

襲

撃

欝

胡

一

一

な

こ

と

の

一

つ

は

、

農

村

主

少

年

が

合

的

に

資

金

量

用

し

て

ほ

し

い

。

一

年

、

言

語

に

2
2地区
一
こ
し
た
も
の

0

7

、

毒

害

し

て

買

え

一
一
事
一
一
羽
一
一

ad一時
一

一

軒

語

辞

一

通

鱒

醸

輔

購

鞠

購

購

轡

的

二

日

当

時

間

山

口

一

乙

詰

臨

時

計

駐

日

一

品

川

町

民

主

語

日

時

計

時

一

言

言

語

一

一
望
一
三
三

7

二
て

4

一
度
に
着
工
し
た
ほ
場
整
備
事
業
ま
、
乙
一
宗
十
麟
鱗
離
難
関
欄
髄
購
鞘
輔
鱗
機
鱗
畿
ぬ
洲
二
明
る
い
も
の
と
は
一
冨
え
ま
せ
ん
が
、
数
一
号
、
機
械
佑
導
入
に
あ
た
っ
て
は
市
一
制
に
も
ひ
と
や
く
か
つ
こ
と
に
な
り
ま
一
て
不
良
仲
間
に
は
い
り
非
行
を
起
こ
一
①
氏
名
、
住
周
年
宮
、
宗
一

一

望

一

一

三

医

冷

!

?

で

言

十

ヘ

ク

タ

ー

ル

玉

川

町

鱒

轍

離

職

髄

麟

鱒

織

機

磯

難

繍

鰍

は

二

多

く

の

農

業

者

が

農

業

経

営

の

将

来

に

一

議

助

す

る

な

ど

の

処

置

を

講

じ

て

ほ

一

し

た

リ

て

た

も

の

。

一

に

裏

付

雲

量

的

に

号

、

一

一
理
主
一
一
一
一
一
』
‘
，
一
を
区
画
整
理
し
、
残
る
亘
王
ハ
ヘ
ク
一
明
記
念
一K
J
N
V川
護

覇

機

器

襲

撃

機

;

一

げ

一

一

つ

い

て

一

迷

い

、

浮

き

足

立

っ

て

い

き

一

一

O
お
別
れ
会
、
寝
室
長
聖
地
域
の
支
部
長
を
通
じ
て
市
防
犯
協
同

一

曹

三

三

占

E
R
M一次
I
ル

富

士

一

一

年

度

で

完

了

す

る

予

一

認

さ

♂

離

麟

欝

繍

離

櫨

機

騒

機

騒

錦

繍

繍

機

均

一

一

記

事

実

で

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

関

係

一

一

飲

み

、

そ

の

後

わ

い

談

に

ふ

け

っ

て

一

会

長

宅

一

推

薦

す

る

。

一

一

曹

三

三

一

・

4
用

av一
一
宅
す
す
め
て
い
ま
す
。
早
四
年
度
一

Mm丸
山
…
…
一

MVJ離
鱗

鱗

醐

鱗

鰯

鱗

鱗

機

閣

総

機

主

…

v
ツ
一
一
者
と
ヒ
ザ
妻
-
そ
話
レ
A

口

い

を

続

け

一

ら

一

刺

激

さ

れ

、

性

的

非

行

を

行

な

っ

た

一

②

締

切

は

一

一

票

日

一

勺

一

一

一

一

三

一

一

竺

一

沼

一

諮

問

言

語

一

川

γ購鶴
橋

殿

町

誠

一

一

許

可

の

お

も

な

意

見

i

一

一

?
?
iひ
引
引
も
一

旦
一
広
一

d'一ざして
お
り
、
大
型
に
新
し
く
整
…
号

dvyhf一
一

ア

鰭

品

川

待

機

態

州

側

プ

改

一

一

①

経

営

規

模

実

す

る

た

め

真

一

わ

)

一

聞

の

い

ざ

こ

ざ

り

蓄

積

主

主

あ

な

た

の

家

の

こ

一

一

一

万

事

向

型

町

長

十

時

間

-mum-4主
主
許
欝
峨
腕
!
i
i

二
関
説
明
日

1

2

1

量
犯
を

Z
Z」
一

と

ば

か

り

一

m
g一一

i
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
j

一

E
T
A
-
z。一
ド
ロ
ボ
号
、
完
全
に
ル
ス
だ
と
知
一

一

-

-

一

の

上

ぎ

の

時

期

の

補

毒

と

ん

な

こ

と

が

れ

量

警

患

い

り

た

く

な

る

も

の

同

一
一
一
一
一
一

d
i
-
-

一

円

と

な

り

、

昨

年

の

各

会

計

当

初

予

算

一

芝

、

確

定

里

口

を

し

な

け

れ

ば

な

税

金

集

分

に

納

め

す

ぎ

て

い

た

よ

一

樹

井

一

必

要

か

一

一

喜

芳

一

ム

安

官

中

閉

め

き

っ

一

一

一

一

一

一

一

一

ト

正

ま

三

F
5
q
一
に
く
ら
べ
二
言
(
約
四
時
)
増
一
ら
更
が
申
告
霊
れ
て
い
た
と
い
う
議

2
2請
求

」

の

一

乙

2
4少
年

君

事

一

て

を

昔

、

言

な

っ

て

主

主

一
一
一
一
一
一
一

1
干

i
f三
1
7
h
F
Z予
算

に

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

一

高

官

、

塁

、

申

告

を

す

る

手

続

ぎ

を

し

て

、

余

分

に

収

め

た

税

一

こ

倍

、

家

庭

苫

ブ

イ

ロ

l
芸

一

事

毛

沢

、

郵

便

物

が

よ

一

一

理

由

は

市

民

会

館

な

ど

の

態

設

事

業

一

一

乙

と

が

で

き

ま

す

。

金

を

返

し

て

も

ら

う

こ

と

が

で

き

ま

一

I

!

一

一

明

ル

一

新

年

度

予

算

案

な

ど

上

程

一

塁

九

百

万

円

、

貸

付

金

二

千

八

百

一

こ

れ

ら

の

「

修

量

」

「

更

正

の

す

0

・

同

九

向

日

刊

誌

同

日

陥

一

U
M
M
K
Lれ
は

訪

ね

い

一

人

ト

一

一

万

円

、

人

件

費

・

扶

助

費

・

八

ム

債

費

等

一

請

求

」

お

よ

び

「

期

限

後

申

告

」

に

つ

:

ー

一

一

一

一

一

一

の

中

に

厳

し

い

し

つ

け

と

は

げ

ま

し

一

き

ょ

う

も

あ

す

b
取
6
れ
ね
玉
夫
を

m

H

X

一
一
四
士
一
軍
度
の
予
算
案
を
一
審
議
す
る
一
革
、
事
務
改
善
合
理
化
に
つ
い
て
は
、
一
七
千
二
百
万
円
の
増
加
な
ど
が
あ
げ
ら
一
い
て
説
明
し
ま
す
o

t

b

、間

引
村
一
所
課
で
一
一
月
定
例
市
議
会
は
、
十
一
日
か
ら
十
一
議
会
の
意
見
書
に
基
づ
き
検
討
を
加
え
れ
ま
す
。

t

宗

女

帯

方

一

役

宝

日

聞

の

会

期

で

一

関

か

れ

て

い

ま

す

。

一

時

代

の

進

還

に

応

じ

た

改

善

を

は

か

り

一

宗

附

明

記

書

一

初

日

の

土

日

は

午

前

十

時

本

会

議

一

た

い

」

と

述

べ

ま

し

た

。

一

確

定

申

告

の

ま

詩

人

パ

ハ

止

を

開

き

、

十

五

億

二

千

七

百

高

余

の

一

予

算

案

に

よ

れ

ば

、

一

般

会

計

は

九

一

ち

が

っ

て

い

る

話

8
m
μ
一
洲
一
新
年
度
予
算
奪
三
十
九
議
案
を
二
億
八
壬
吉
万
円
、
特
別
会
計
二
億
八
一

1

一円

一

括

上

程

、

村

上

市

長

が

新

年

度

の

施

政

一

千

八

百

七

十

万

一

千

円

、

金

雲

計

二

一

と

き

一

『

一
方
針
と
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。
一
億
五
千
六
百
九
十
八
万
五
千
円
で
あ
わ
一

w
一一

一

市

長

は

「

新

年

度

の

予

算

編

成

に

あ

一

せ

て

十

五

億

二

千

七

百

六

十

八

万

六

千

一

昭

和

四

十

二

年

分

の

所

得

税

の

確

定

一

一

一

一
た
っ
丈
は
、
健
全
財
政
と
突
発
的
な
も
一
「

l

l

l

一

一

申

告

は

三

月

十

五

日

で

終

り

ま

し

た

が

宗

一

室

除

き

補

正

し

な

い

総

合

予

算

主

義

一

一

た

ば

こ

は

一

一

乙

の

確

定

申

告

に

ま

ち

が

い

が

あ

っ

た

…

f

一
を
採
用
し
た
が
、
市
民
の
福
祉
頑
進
に
一
一
市
内
で
二
場
合
に
は
「
修
正
里
E
や

是

正

請

宗

一

誌

諮

問

問

鵠

軒

町

一

白

川

崎

し

よ

う

|

害

時

訪

れ

れ

ー

し

い

税

額

に

…

一

昭和 43年 3月 20日

運動し〉ょ主」ほ

少

年

に

愛

情

と

理

解

を

卒
業
期
の
非
行
防
止

れる

6期

事
業
の
七
五
%
を
完
了

税

駄
…
則
一
即
時
一
転
順
調
に
す
す
む

心もは

F全保;余::.局:の納税

近
代
的
な
農
業
経
営
へ
の
某
磁
を
整
備
し
よ
う
と
、
市
の
中
心
地
-
ニ
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る

県
営
の
六
洲
平
野
土
地
改
良
事
業
は
、
総
事
業
費
四
億
一
千
五
百
万
円
を
帆
代
入
す
る
大
事
業
で
す
が
、
関
係
者

の
努
力
に
よ
り
本
年
度
で
全
事
業
の
七
五
%
を
一
完
了
し
、
順
調
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
四
士
二
年
度
に
は
残
る

区
霞
整
理
を
、
ま
た
四
十
四
年
度
に
換
地
処
分
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

21，117人

珍
種
ま
ず
四
百
本

口
期
限
後
申
告

「
世
界
樹
木
園
」
植
樹
始
ま
る

市の人口 (2月1日)

人口 40，455人
男 19，33

世帯数 10，179世
面積 240.9331' 

発行大洲市役目

編集文

第 14 5号、，，，
l

a
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口
修
正
申
告

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

い
人
が
忘
れ
て
い
た
な
ど
の
理
由
で
一
全
山
の
公
園
化
を
め
ざ
し
て
整
備
が
ご
愛
す
る
会
会
員
十
六
人
と
市
観
光
課
職
り

申
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
い
そ
い
で
い
る
冨
士
山
会
闘
に
、
会
菌
一
員
ら
に
よ
っ
て
第
一
回
の
槌
樹
が
一
ょ
一
仏
私
以

期
限
後
申
告
を
す
る
乙
と
が
で
き
ま
一
で
も
め
ず
ら
し
い
H
世
界
の
樹
木
園
H

一
わ
れ
、
植
木
先
生
の
手
に
ザ
吋
晶
一
一
家
ず

す
。
一
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
回
の
一
ら
れ
た
フ
ヨ
ン
ス
海
俸
松
、

y
ギ

タ

松

泉

一

こ
の
期
限
後
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
一
審
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
な
ど
欧
米
各
国
の
珍
種
二
十
種
、
四
百
温
一

の
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
一
乙
の
樹
木
園
は
、
市
名
誉
市
民
で
木
一
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
残
る
二
百
本
初
一

で
も
提
出
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
が
を
愛
す
る
会
々
長
の
値
木
秀
幹
さ
ん
の
一
も
近
く
植
え
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。
活
字

な
る
べ
く
早
く
し
た
ほ
う
が
有
利
で
一
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
市
と
H

木
を
愛
一
乙
れ
が
完
成
す
る
と
世
界
的
な
林
木
恥

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
に
相
一
す
る
会
H

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
一
見
本
国
と
し
て
学
術
上
、
観
光
上
貴
重
:

談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
事
業
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
一
な
資
源
に
な
る
も
の
と
多
ぐ
の
市
民
か

大
洲
税
務
署
春
も
間
近
い
三
日
の
日
曜
日
に
木
を
一
ら
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
グ
勺

山)

'11 

(城

確
定
申
告
を
し
た
あ
と
で
、
所
得

や
税
額
の
計
算
が
ま
ち
が
っ
て
お
り

納
め
た
税
金
が
少
な
す
ぎ
た
よ
'
つ
な

掲
合
に
は
、
修
正
申
告
を
し
て
そ
れ

が
訂
正
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

式

紅白餅まき

幕開

口
更
正
の
請
求

(4月)

2日

3日

確
定
申
告
伊
し
た
あ
と
で
、
所
得

や
税
額
の
計
算
が
ま
ち
が
っ
て
お
り

が
必
要
で
あ
ゐ
」
'
己
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
特
に
次
の
亙
点
を
重
点
に
、

家
庭
も
含
め
た
h

門
地
域
ぐ
る
み
活
動

」
を
進
め
的
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
友
だ
ち
仲
間
に
注
意
し
、
ま
じ
め

な
交
際
を
す
あ
よ
ち
仁
指
導
す
る
。

審

議

組

問

、

犠

翠

な

い

よ
う
広
寸
る
。

③
少
年
の
夜
遊
ひ
を
な
く
す
る
。

④
身
だ
し
な
み
、
持
ち
物
な
ど
に
注

意
す
る
。

⑤
一
進
学
や
就
職
に
失
敗
し
て
も
、
そ

れ
で
く
じ
け
な
い
よ
う
に
指
導
す
る

防

犯

功

労

者

の

推

せ

ん

求

む(龍護山)

〈警察体)

(城山)

， 
r 

( '1/ 

(大洲高)

) 

( 4日

5日 剣道大会

空手大会

柔道大会

弓道大会

花まつり

春のおどり
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平野と蔵川地区

日

統
窃iW'~勿~$~勿~

4月から

2 0 昭和 43年 3用

を食給校

幸艮

学

足s:子行

市VYS会員ら70人による環境整備などを訴える
市中パレード

~J~H 7三第 145号

マ
寺
尾
茂
春
(
訓
団
長
l
大
洲
)

〔

愛

媛

県

知

事

表

彰

〕

マ
岡
田
忠
(
南
久
米
副
分
団
長
)
マ

青
木
吉
久
(
菅
田
刷
分
団
長
)
マ
上

田
重
幸
(
大
洲
部
長
)
マ
上
野
清
司

(
平
野
部
長
)
マ
池
田
庄
三
郎
(
新

谷
部
長
)

〔

愛

媛

県

消

防

協

会

長

表
彰
〕

(
永
年
勤
続
章
)

マ
肱
川
男
(
大
川
部
長
)
マ
河
野
利

幸
(
菅
田
部
長
)
マ
悶
利
香
(
同
)

マ
池
田
雅
利
(
新
谷
時
長
)
マ
脇
田

金
買
の
中
上
敬
子
さ
ん
の
作
品

貯蓄の入選作きまる

応募総数は240点に

市
制
施
行
記
念
貯
蓄
運
動
の
一
っ
と
-
百
六
十
点
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
山
田
教

し
て
、
市
が
募
集
し
て
い
た
、
小
・
中
一
諭
、
長
井
教
諭
、
間
田
学
校
教
育
課
長

学
生
の
み
な
さ
ん
の
襟
語
と
ポ
ス
タ
ー
一
米
沢
一
元
学
校
長
、
今
井
市
商
工
観
光
課

の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
長
ら
が
二
月
二
十
四
、
二
十
六
日
の
両

応
募
作
品
の
総
数
は
ポ
ス
タ
ー
の
部
一
日
、
市
図
書
館
で
慎
重
に
審
査
し
た
繕

四
校
の
七
十
六
点
、
標
語
の
部
が
三
校
一
果
、
標
語
四
十
八
点
と
ポ
ス
タ
ー
一
一
十

川
似
山
「
a44 

?議たi洲;ゅ;発~1E'Ø記者
向:7宮市¥i--:曹'.......iA... ，:， ・‘.且:Fif}~~.，.留品~サ;盆宮

愛媛県指定有形文化財

大洲城下台所 1棟

財団法人大洲住宅協会

大洲891の1(旧大洲城二の丸)

瓦切う見 し新のるこは教八

百長iiiii耗5iii

↑
旧
城
の
倉
庫
建
築
を
知
る
貴
重
な

も
の

昌
幸
(
南
久
米
班
長
)
マ
末
光
竹
数
一

(
同
)
マ
笹
尾
速
(
粟
津
班
長
)
マ
一

森
卯
喜
男
(
粟
律
団
員
)
マ
山
本
隆
一

(
平
野
班
長
)
マ
宮
崎
司
(
平
野
田
一

員
)
立
一
高
橋
正
行
(
L
L
須
戒
班
長
)
一

マ
三
瀬
利
秋
(
大
洲
団
員
)
マ
町
繁
一

幸

(

固

)

一

(

規

律

章

)

一

マ
大
野
武
批
判
(
大
洲
部
長
)
マ
宮
内
一

稔
(
固
)
マ
西
岡
朝
芳
(
大
川
部
長
一

)
マ
深
同
稔
(
大
州
班
長
)
マ
中
野
一

三
郎
(
間
)
マ
金
谷
重
寿
(
柳
沢
回
一

員
)
マ
佐
川
栄
吉
(
間
)
マ
大
石
清
一

美

(

新

谷

団

員

)

一

所有者

所在地

〔

大

洲

市

長

表

彰

〕

マ
田
淵
保
男
(
菅
田
班
長
)
ほ
か
-
一

土
ハ
人

〔

消

防

団

長

表

彰

〕

マ
田
中
正
夫
(
大
洲
漉
長
)
ほ
か
五

十
九
人
一
般
表
彰

〔

大

洲

市

長

感

謝

状

〕

リ
防
火
水
そ
う
用
地
無
償
提
供
日

マ
白
尾
繁
光
(
森
山
)
マ
西
野
清
友

(
固
)
マ
橋
本
良
隆
(
藤
縄
)
マ
楠

崎
隆
教
(
八
多
喜
)
マ
武
智
極
雄
(

手
成
)
マ
水
沼
好
太
郎
(
上
須
戒
)

行
一
九
・
八
一
一
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
七

・
九
0
メ
ー
ト
ル
、
面
積
一
五
六
・

五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
弱
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
築
の
創
患
は
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
加
藤
家
所
蔵
の
一
元
禄
五

年
作
の
絵
図
に
は
当
時
の
施
設
が
記

入
さ
れ
て
、
下
台
所
の
銘
記
も
あ
り

特
別
の
配
慮
を
し
て
基
礎
を
高
く
し

ま
た
高
床
造
り
で
床
下
の
通
風
を
よ

く
し
て
あ
り
ま
す
。

建
物
は
、
大
洲
域
内
の
ま
か
な
い

所
、
食
糧
庫
、
廃
藩
後
は
愛
媛
県
大

洲
監
獄
、
製
糸
工
場
、
焼
酎
工
場
倉

庫
等
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
内
部
は
ニ

帯内
l
q
J

り
k
芝

目

一

里

山

右

手

階

建

に

な

っ

L
H
ク

r
v
E
/
a
v
J
q
i
吸
不
1
t
"
F

て
い
ま
す
が

廃
藩
後
の
造

作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

旧
大
洲
城
に
残
っ
て
い
ぷ
建
物
は

重
要
文
化
財
に
指
定
の
四
櫓
を
除
い

て
は
こ
れ
が
唯
一
の
遺
構
で
あ
り
、

旧
城
の
倉
庫
建
築
を
知
る
う
え
で
、

ま
た
江
田
期
の
連
築
を
研
究
す
め
上

で
も
貴
重
な
建
造
物
と
言
え
ま
す
。

教
委
社
会
教
育
課

そ
の
位
置
、
方
位
な
ど
も
現
物
と
符

合
す
ぶ
の
で
、
お
そ
ら
く
元
禄
五
年

(
一
六
九
二
年
)
以
前
の
建
造
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

内
部
の
檎
造
は
実
に
堅
固
で
、
力

学
的
に
見
て
私
ぷ
百
理
的
な
組
み
立
て

で
、
柱
、
梁
等
す
べ
て
ち
ょ
う
な
で

仕
上
げ
て
あ
り
、
し
か
も
防
湿
に
は

マ
久
保
政
教
(
恋
木
)
洋
服
箱
に
そ
れ
ぞ
れ
品
名
か
必
ず
つ
け

H
響
鐘
台
用
地
無
償
提
供
H

て
、
収
納
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
松
友
忠
行
自
処
)
一
〉
山
本
徳
松
一
四
月
は
ま
だ
ま
だ
風
が
お
さ
ま
り
ま

〈
柳
沢
)
マ
深
部
要
(
春
賀
)
マ
武
一
一
せ
ん
。
衣
服
が
ほ
乙
り
を
か
ぶ
り
ま
す

智
政
光
(
手
成
)
マ
栗
田
清
美
(
上
一
一
が
、
春
着
は
色
が
一
全
般
的
に
明
あ
く
な

須

戒

)

一

〔
警
察
署
長
感
謝
状
こ
ぶ
せ
い
か
、
尽
だ
た
な
い
も
の
で
す
c

一
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
十
分
ブ
一
フ
ッ
シ

H
人
命
救
助
H

一一を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
井
上
忠
範
(
一
ラ
丸
)
一

L

一
な
お
、
衣
服
ば
か
り
で
な
く
、
頭
髪

〔

消

防

長

表

彰

状

〕

一

一
も
ほ
乙
り
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。
せ
め
て

H
初

期

消

火

に

協

力

日

一

二
二
、
四
日
に
一
度
は
洗
髪
を
お
す
す
め

マ
地
問
圧
利
(
新
谷
)
マ
平
岡
透
(
一

書

白

)

一

し

ま

す

。

乙

の

際

、

石

け

ん

で

ゴ

シ

ゴ

一
シ
洗
う
こ
と
が
避
け
て
良
質
の
シ
ャ
ン

一プ
l
で
洗
い
ま
す
。

つ
み
草
料
理
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図
量
富
田
ぽ
刷

m
M

H
新
刊
図
書
案
内
川

発
問
考
案
の
紹
介
(
特
許
庁
)

伊
予
史
談
第
一
八
八
号

日
本
城
郭
全
集
(
大
類
伸
)

叩
岡
山
・
兵
庫
県

日
鳥
取
・
島
根
・
山
口
県

ロ
広
島
・
香
川
・
徳
島
県

日
愛
媛
・
高
知
・
大
分
県

日
比
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
宮
崎
県

近
世
風
俗
事
血
(
(
江
馬
務
)

三
妹
姉
上
・
下

(
鈴
木
尚
之
・
童
門
冬
二
)

ジ
ュ
ニ
ア
肢
世
界
の
文
学

幻
春
の
嵐
(
ヘ
ッ
セ
山
本
訳
)

幻
椿
姫
(
ア
イ
ス
・
庄
野
訳
)

胃
際
児
童
文
学
賞
金
算

m
S
O
S地
底
都
市
(
マ
ル
テ
ル

山
口
闘
牛
の
影
(
ブ
オ
イ
チ
ヱ
ホ
フ

ス
カ
)

幻
青
い
海
・
白
い
船
(
マ
ジ
キ
ン

幻
北
極
洋
の
と
う
ぞ
く
カ
モ
メ

(
ワ
ゴ
リ
l
一一)

ひょ

Pη
草
紙
(
吉
川
英
治
)

現
代
写
真
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
(
児
島
田
雄
)

日
本
地
名
大
事
典
一
、
九
州

行
き
ゆ
き
て
峠
あ
り
上
(
子
母
沢
雷
同

イ
ジ
ァ
プ
名
一
言
集
(
一
二
浦
靭
郎
)

D
Yカ
l
ン
名
一
言
集
(
猿
谷
要
)

世
界
文
単
全
集
お
現
代
評
論
集

(
篠
田
一
土
訳
)

日
恋
文
学
の
歴
史

8

文
化
締
乱
(
中
村
幸
彦
)

9

近
代
の
目
ざ
め
(
伊
藤
整
)

花

紋

(

山

崎

豊

子

)

未
知
へ
の
飛
掬
(
小
田
実
)

十

二

支

(

黄

)

現
代
里
担
の
慕
礎
知
識
一
九
六
八
年

日
本
古
典
文
学
大
系
索
引
第
一
一
期

月
星
ゴ
ム
同
年
史
(
月
塁
ゴ
ム
)

現
代
の
対
話
(
末
川
博
)

y
lダ
(
徳
山
曹
達
)

天
皇
禰
の
研
究
(
山
崎
丹
照
)

徒
然
草
入
門
(
本
多
顕
彰
)

葉
隠
入
門
戸
二
一
島
田
紀
夫
)

読
書
と
或
一
ゐ
人
生
(
福
原
麟
太
郎
)

「
一
一
十
一
世
紀
の
日
本
」
入
選
作
品

集
(
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
)


